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【使い方を覚えたいが、教えてくれる人がいない】 

 

 

【興味はあるが購入場所、購入方法などが分からない】 

 

 

【その他】 
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認知機能に関する意識について 

17. あなたは「認知機能」を維持・向上したいと思いますか。次の中から １つだけ ✓をつけてください。 

 

 

 

18. あなたは「認知機能」の維持・向上に取り組んでいますか。 

次の活動について、あてはまる箇所に 1 つずつ ✓をつけてください。 

 

【運動】 

 

 

【生活習慣】 
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【知的活動（脳トレアプリなど含む）】 

 

 

【他者との交流】 

 

 

【ストレス軽減】 

 

 

【サプリメント摂取】 
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【医師に相談】 

 

 

【その他】 

 

 

【認知機能の維持・向上への取組み】 
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19. あなたは、認知症に対する不安がありますか。 

次の中から 1 つだけ ✓をつけてください。 

 

〈とてもある：30.3％、まあまあある：40.3％、どちらともいえない：14.0％、 

あまりない：12.6％、全くない：2.8％〉 
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アンケート結果概要 

 

〈回答者の属性〉 

・女性が全体の 2/3を占めている。 

・回答者は食の臨床試験ボランティア登録者が中心となっている。 

・年齢を 70 歳未満、70歳以上の 2群に分けるとそれぞれ全体の半数程度を占める。 

・生活（居住）スタイルは配偶者と一緒に暮らしている方が多く、続いて「子どもとの同居」、「ひとり暮

らし」となっている。 

・健康状態は「良い」、「まあ良い」を合わせて半数（44％）を占め、普通（42％）とあわせると 8 割を

超える。 

 

〈日常生活について〉 

・日常生活を送るうえで機能面に関して特に問題となっていることは見られなかった。 

・低栄養リスク得点は 1点以下が全体の 88.7％となっており、栄養低下リスクは低いと考えられた。 

・日常生活においてもっと欲しい情報としては、「健康づくり」、「趣味、スポーツ活動、旅行、レジャー」、

と回答する方が多く見られた。 

・「日常生活を行う上で必要な情報に満足しているか」については「満足している（11.3％）」、「まあ満足

している（68.8％）」を合わせると全体の 8 割を超える。残り 2割の満足していない理由としては「どこ

から情報を得たらよいかわからない」、「必要な情報が乏しい」という意見が多く、更に信頼性の不明確さ

や分かりにくさといった点が続いた。 

 

〈食生活について〉 

・毎日の食事で「ごはん」を毎食（1 日 3 回）食べている人は 3 割程度となっている。 

・「ごはん」の代わりに食べるものとしては「パン」が多かった。 

・「乳製品（ヨーグルト・チーズなど。バターは含まない）」、「緑黄色野菜（にんじん・ほうれん草・かぼ

ちゃ・トマトなど色の濃い野菜）」、「果実（生鮮・缶詰め）」については、回答者の半数以上がほぼ毎日食

べていると回答した。そのほか、「卵（鶏卵・うずらなどの卵で魚の卵は除く）」、「牛乳（コーヒー牛乳や

フルーツ牛乳は除く）」、「大豆製品（豆腐・納豆など大豆を使った食品）」、「油脂類（油炒め・バター、マ

ーガリンなど、油を使う料理）」についても毎日食べていると回答する方が多く見られた。 

・食品摂取の多様性は生活機能障害リスクを低減するといわれているが、全体の 52％が食品摂取多様性

得点の高リスク群（3 点以下）であった。 

・食生活全般に対しては、「満足している」、「まあ満足している」と回答した方が 97％を占めた。 

・「食生活について日頃気になっていること」については、特徴的な傾向は見られなかった。 

 

〈情報機器の使用について〉 

・所有している情報機器としては、回答者の約 8 割が「スマートフォン」を、約 6 割が「パソコン」を

所有していると回答した。 

・情報機器をどのような用途に利用するかについては、9 割以上の方が「家族・友人などと連絡をとる」
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と回答し、続いて、「インターネットで情報を集めたり、ショッピングしたりする」、「SNS(Facebook, 

Twitter, LINE, Instagram など)を利用する」と回答した人が多かった。一方、行政手続きや金融取引等

への利用については限定的であることが分かった。 

・情報機器の使用にあたり不便に感じていたり、情報機器を使用したくないと感じている人は一定数存

在しているが、何か特定の理由によるものとは判断できなかった。 

 

〈認知機能に関する意識について〉 

・認知機能の維持・向上については「維持・向上したいととても思う（61.6%）」、「維持・向上したいと

まあ思う（32.5%）」といった前向きな回答が 94％を占めた。 

・認知機能の維持・向上に向けてすでに取り組んでいる方が多く、具体的な内容としては、「運動」、「生

活習慣（の改善）」、「他者との交流」といった回答が多く見られた。一方、「サプリメント」の摂取につい

ては利用している方も一定数存在するが、今後も使用する予定がないと半数近くが回答している。 

・認知症に対する不安については、とてもある（30.3％）、まあまあある（40.3％）をあわせると 7 割の

方が不安に感じていると回答している。 

 

〈全体総括・提言〉 

・今回のアンケートの回答については食の臨床試験ボランティアに登録をされている高齢者が中心とな

ったが、回収率 60.8％と比較的高い回収率を得ることができた。 

・回答者の多くは「健康関心層」と位置付けられるほど健康に対する意識が高い方々と推察できるが、江

別市民の健康に対する意識や行動の特徴については全国的な傾向との比較などを通じて今後、更なる精

査を行っていきたい。 

・回答形式を紙媒体（郵送等）とWeb 回答の選択制とし実施したが、9 割が紙媒体での回答となったこ

とから、高齢者においてWeb回答を定着させるためにはWeb 限定での実施が必要と感じた。 

・情報機器の所有に関するアンケートから高齢者にもスマートフォンが普及しており、情報収集手段に

活用していることが読み取れることから、行政手続き等のデジタル処理への導きが今後、地域のデジタ

ル化の推進には必要と考えられる。 

・回答者の健康状態は非常に良いものであり、行動機能面での大きな課題は見られなかったが、毎日の食

事摂取の多様性については「高リスク」と判断される割合が高かったことから、健康の維持・推進に向け

何らかの啓蒙活動が必要といえる。 

・認知症への不安を 7 割の方が感じている一方で、認知機能の維持・向上の重要性については多くの方

が認識しており、すでに何らかの取組みを行っている。こうした方々に対してミスリードを行わないよ

う、適切に十分な量の情報提供を行っていくことが重要である。 

 

以上 
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資 料 

 

〇調査研究へのご協力のお願い 

 

〇アンケート調査のご案内 

 

〇「江別シニアの生活習慣に関する調査研究」（アンケート用紙） 
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